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	いまを見立てること、育ちを読みとること　
～アセスメントの力量を高めるために～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          

	お勧め文
	　児童・青年期ケースのアセスメントには、さまざまな観点があります。たとえば、問題の原因や背景として養育環境や乳幼児期体験などに注目する観点があります。また、生来的な気質や発達特性と環境・育ちとの相互作用を詳細に読み解こうとする姿勢、あるいは、そのような過去・育ちが再現されているものとして現在の治療・支援関係を読み取ることも重要です。また、多くの機関や職種が関わるようなケースでは、現在の支援課題と関係機関の役割を明確にするようなアセスメントが重要であり、この場合には、ケース会議を有効に活用する技術が欠かせません。日常業務において、「情報を収集・整理する」「それらを解釈・理解し、支援課題を抽出する」「具体的で実現可能性の高い支援方針を立てる」という流れを明確に意識し、簡潔なレポートを心がけることもアセスメント力の向上につながります。
　本講座は、こうした視点や技術を身につけるため、そして研修効果を高めるために、講義とワークショップを組み合わせて構成します。医療、福祉、教育などの専門職にお勧めしたい講座です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤　直司　【山梨県都留児童相談所所長】

	開催曜日・定員
受講料・場所

時間
	金曜日／定員４５名
／受講料１２，０００円／財団８階講義室／18：30～20：00　（※ ９月１６日は18：30～20：30）

	開催日
内容

講師（敬称略）

主な著書

など
	第１回　２０１１年　７月　８日　「いまを見立てる①：アセスメントの基本的枠組み」
近藤　直司 ： 山梨県都留児童相談所所長
主な著書
「ひきこもりケースの家族援助－相談・治療・予防－」（編著）金剛出版
「青年のひきこもり」（共著）岩崎学術出版社

第２回　２０１１年　７月１５日　「いまを見立てる②：アセスメントとケースレポートの実際」
近藤　直司 ： 前　掲
第３回　２０１１年　７月２２日　 ｢育ちを読みとる①：子どもの発達課題と人生｣
川畑　友二 ： クリニック川畑院長

主な著書

「治療者のあり方をめぐって」チーム医療

「思春期の患者の面接」（小児科診療）診断と治療

「ライフサイクルの心理療法」創元社

第４回　２０１１年　７月２９日　「育ちを読みとる②：援助について（事例を通して)」
川畑　友二 ： 前　掲
※８月中と９月２日は開催しません。
第５回　２０１１年　９月　９日　「有効なケース・カンファレンスの進め方」
近藤　直司 ： 前　掲

第６回　２０１１年　９月１６日　「意見交換：いまを見立てること、育ちを読みとること」（２時間）
近藤　直司 ： 前掲
川畑　友二 ： 前掲
下山　晴彦 ： 東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース教授
下山先生の主な著書
「臨床心理学を学ぶ これからの臨床心理学」（単著）東京大学出版会 2010
「子どもと若者の認知行動療法実践セミナー」（松丸・下山・スタラード）金剛出版 2010

「臨床心理アセスメント入門」（単著）金剛出版　2009


精神保健【夜間講座】　講座No.１１０１６
（次ページに続く）
【ご参考：受講生の意見・感想を抜粋しました】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         
・現場の業務に直接活かせるのでとても参考になりました。実践的な講座を期待していたが、期待以上でした。
・素敵な言葉をたくさんいただきました。言葉は心を超えないけれど、言葉と仲良くなることだと思いました。
・テンポ良く「アセスメント」の基本について教えていただき、分かりやすかったです。
・頭もですが、心を使う講義で感動でき、自分のケース・臨床を振り返ることができた。
・ 実際にやってみて、自分の弱みと傾向がよく分かりました。発言して気づくことが多かったです。
・現在の困難ケースに対し、助言を頂き有難かった。行動分析、意識して行っていきたい。活発な先生方のご意見を伺えて、とても勉強になりました。少し期間があいていたことも、じっくり考え、振り返る機会となり良かったです。　　　　等々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
